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春。卒業、入学、進学の季節ですが、みなさんいかがお過ごしでしょうか。さて、春休みになって、うちはほとんど学童と化しているのですが、その子どもたちがいろんな話をするので考えさせられます。

　高校入試の発表前日に来た子は、さんざんみんなと遊んだ後「あー、おれ落ちてたら自殺する」なんて暗い顔する。そばで聞いていた今度中３の子は「あーあ。おれ、３年になるのいややなー。おれも高校行くのやめよかなー」。
今年中学生になる子は「おかあさんがＺ会申し込んだけど、できるやろか」って心配してる。中学に入る前から高校受験の準備!?　もう一人の、春から中学の子は「卒業よりなんより今日から学校ないんが最高にうれしい」。

子どもたちはほんとに大変だなと思います。ワイドショーでは「不登校を２時間で治す！」なんていうおばさんが人気（？）を呼んでいるというウワサ。いつまでたっても子どもを「有名な」どこか、だれかに預けて「治して」もらおうという風潮は変わりません。戸塚ヨットスクールや新興宗教と同じで。しんどい時、支えを求めたいのはわかる。でもそれがどういうものか、本当に自分の子に必要なのか見極める力が親にないと、追いつめられて行く子どもたちは後をたたない。日本人はカリスマに弱い、流行に弱い、自分の頭で考える力が弱い、とよく言われます。これって、戦後教育の「成果」なのでしょうか。

　「学校に行かないのは自由のはき違え」なんて、相変わらず周りはうるさいことですが、私たちは私たちで子どもと一緒に自分たちで考えながらボチボチと人生やっていきたいものです。

